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百 寿 苑 市 姫 荘
1 月 新郷 クラブ活動
2 火 一般 ★Ｃ
3 水 本荘 Ｂ
4 木 一般 金津
5 金 ★波松
8 月 一般
9 火 一般 ★Ｆ

10 水 新郷 Ａ
11 木 一般 Ｅ
12 金 ★山方・里方・温泉 Ｄ
15 月 北潟・浜坂 クラブ活動
16 火 一般 一般
17 水 一般
18 木 一般
19 金 一般
22 月 一般
24 水 一般
25 木 一般
26 金 一般

　湯のまち広場で行われた「灯り回廊」は、あんどんなどの光が広場を包
み、幻想的な景色でした。終了後には、灯り回廊の実行委員に加え、あわら
TOWN BRIDGE とその学生ボランティア、撮影を終えた PV スタッフが後

片付けのお手伝い。皆さんお疲れだったでしょうに、その行動に感激しました。柔ら
かな明かりと人の優しさに、ほっと癒やされた夜でした。( ゆ )
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◆「声の広報」のテープをご希望の人は、
あわら市社会福祉協議会（☎ 73-2253）へ

12 月の老人福祉センター利用日

★は通所事業です。クラブ活動日は入浴できません。
　市姫荘利用地区の内訳は次のとおりです。
Ａ　伊井・清間・矢地・菅野・南稲越・河原井手・

池口
Ｂ　古屋石塚・桑原
Ｃ　中川・東田中・瓜生・南疋田・北疋田・次郎丸・

御簾尾・北野・北・前谷・上野・剱岳地区
Ｄ　笹岡・熊坂・下金屋・畝市野々・牛ノ谷・

名泉郷
Ｅ　滝・青ノ木・宮谷・坂口・蓮ケ浦・細呂木・橋屋・

樋山・細呂木駅前・吉崎地区
Ｆ　山西方寺・柿原・山十楽・指中・沢・嫁威・

日の出・清王
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氏　名

渡邉　茜夕

北　耀一朗

宗石　皇聖

道官　莉汰

水本　晃人

山口　紅愛

奥山日女迦

小林　莉姫

江川　勇斗

鎌田　梨歌

佐々木　椛

藤井善之助

石黒　希心

本田華奈子

　  

メール配信サービス
　市では、防災情報や若者就活支援、子育て
情報など身近でお得な情報をメールで配信し
ていますので、ぜひご登録ください。
※ パソコンでの登録方法は、市のホームページを

ご覧ください。
※ 迷惑メール対策で「受信拒否」の設定を行って

いる場合は、次のドメインを受信できるよう設
定してください。
● @otokunet.jp　● @city.awara.lg.jp
災害情報テレフォンサービス
　聞き取りにくかった防災行政無線の内容を確認できます。

☎ 0180-99-7000（自動案内）
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リサイクルバンク
　ゆずりたい物・ゆずってほしい物がある人は、

ご連絡ください。

《ゆずります》

学習机・椅子、金津小学校冬用制服・ブ

ラウス、一人暮らし用冷蔵庫

《ゆずってください》

子ども用二段ベッド、金津中学校用体操服

問合せ　市民生活課　☎ 73-8017

一生懸命、何でもやってみる
　地元にみんなが集える場所を作りたいと、中学生のころか
ら思っていました。やがて、地元で店を開きたいという夢と
なり、30歳という節目を機に屋台村に店を出すことを決めま
した。屋台村はお客さんとの距離が近いところが魅力。いろ
んな人に出会えて、人生経験豊かな話も聞けて面白いです。
　あわらは、人が良いのはもちろんですが、自分たちの力を
合わせていろいろと挑戦したいと考えている若者が多くて、
この先がとても楽しみです。これまで周りの人たちに助けら
れながら、やりたいと思ったら何でもやってきました。たと
え失敗しても何とかなるものです。まずは自分が楽しむこと
で、周りの人たちを楽しませたい。いつかは屋台村を卒業して、
みんなが楽しく集える店を開きたいですね。

インタビューの完全版は、市のホームページ
（PC 用）からご覧ください。スマートフォン、

タブレット端末をお持ちの人はこちらから   →

あわら温泉屋台村「湯けむり横丁」ラーメン「よこやま」　店主

よこやま （あわら市温泉３丁目　あわら温泉屋台村）

問合せ　観光商工課　☎ 73-8030

　市内に勤務する若者にリレー形式
で話を聞きます。先月の岡﨑さんか
らバトンを受け取ったのは、須田さ
んです。

　地元の食材にこだわり、飲んだ後の
締めとして食べてもらえるよう、あっ
さり味のメニューをそろえています。
家族や友達はもちろん、女性一人でも
気軽に食べにきてください。

須
す だ

田　信
し ん い ち

一  さん（34）

　店をオープンして今年で４年目。さ
まざまな飲食業を経験し、かねてから
興味があったラーメンの道に。いつも
変わらないおいしさを提供し、気軽に
入れる店を目指している。

ケーブル
テレビ

平成27年３月末で「チャンネルあわら」
（121ch）の映像放送を休止します
問合せ　政策課　企画・広報G

☎ 73-8005

お父さん･お母さん
あゆ
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